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 なお,化 研報告には理,エ,医,農 系の諸論丈が投稿されます関係上,
各分科 において論kの 体裁,丈 体あるいは用語等 もそれぞれ異った慣用
があり,一 律的な統一は困難かつ不合理 とも存 じられますが,特 に差支
えない限り当報告の投稿規定に従つて論丈を作成して下さるよう願いま
す。(鶴 田)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
